
概要 / 目的:

受動的崩壊熱除去システム

第４世代原子炉システムの主要な設計目標は、異常時の炉心損傷の可能性や
損傷程度を低減または排除することであり、それによって敷地外における緊急時
対策の必要性を排除することです。この目標達成のための１つのアプローチとし
て、固有安全性をもつプラント設計が挙げられます。このような設計により操作員
の介入なしで、崩壊熱を環境に受動的に放出できます。これまでも、炉心損傷温
度のしきい値以下に燃料温度を維持しながら自然対流の効果により崩壊熱を受
動的に除去するよう設計された原子炉キャビティ冷却系（RCCS）を、第４世代ナト

リウム冷却炉及びガス冷却炉に設置する設計がなされてきました。本ウェビナー
ではまず、先進的な原子炉設計のために開発されてきたRCCSについての説明を

行います。続いてアルゴンヌ国立研究所で現在進行中の、空気冷却型、および
水冷却型のRCCS概念に高品質のデータを提供するための大型統合試験の概要
を紹介します。
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ミッチェル・ファーマー博士は現在、アルゴンヌ国立研究所の原
子力科学工学部門の上級原子力技術者であり、軽水炉プログ
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動機: 福島第一原発の事故は、崩壊熱を能動的に冷却するシステムが機能し
なかったためにトラブルが発生しました。受動冷却システムの研究は、先進的
な原子炉システムにとって重要なテーマです。

着目点：崩壊熱を受動的に除去するシステムとして、原子炉キャビティ―冷
却システム（RCCS）に焦点を当てている。空気と水の自然循環を利用したシ

ンプルなシステムですが、適用にあたっては様々なスケールでの実用性を
確認する必要があります。
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自然対流熱除去実験施設：このような実験は、1980年代からANLで行わ

れてきましたが、先進的な原子炉システムにも適用できるように設計を
変更しています。

品質：実験は、コード検証のための高品質なデータを提供し、ライセン
スプロセスをサポートすることに貢献しています。
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実験結果: MHTGRの事故シナリオを想定した実験結果の一例を示します。

その他にも、発表資料ではガスを作動流体とした様々な条件での性能試
験を実施し、その結果の例が示されています。

FIG F

空気から水への転換：空冷試験の終了に伴い、プログラムは既存の試験施
設 Framatome 625MWt SC-HTGRの概念設計に基づく水冷NSTFの水冷運
転に移行しました。




